
 

 

 

 

オヤジライダーが行く２ 
雨空のスッキリしない天気が続いている今日この頃ですが皆さんいかがお過ごしでしょうか、お変わりありませんか？早いもので今

年も半分が終わり折り返しとなりました。また、コロナ規制も段々と解除されてきましたので、徐々にでも景気が良くなってくれれば

と思っております。梅雨時、気温差のある日も多いので体にはきを付けて過ごして行きましょう。 

 さて前回はツーリングの前半でしたが、今回は後半で 2日目からのツーリングです。前日の夜は寒さで苦戦しましたが、その他にも照明が

壊れてしまったり、またスマホの調子が悪くなるなど小さなトラブルは出てくるものです。朝は 5時に目覚め、非常用のラーメンを作って食

べました。まだ周りは皆寝ています。食事後は荷物の整理とテントをたたんで 7時過ぎには出発です。昨日来た県道 210号を戻り折草峠から

の林道を目指します、朝からオヤジライダーは全開です。その道中にも林道がありましたので突入しますが、もう荒れ放題の道、おまけに急

坂。それでも進んで行くとしっかりゲートで塞がれていたので退散します。210号頂上の折草峠まで来ました。ここから林道を走りパワー

スポットの分杭峠で国道 152号に出るルートで行きます。まずは四徳治山運搬道、入口は広く走りやすそうだったのですが、進んでいくと

石だらけの道へと変わりました。オヤジライダーは谷底に落ちない様に慎重に林道を上っていきました。その後広い場所に出て、ここから続

く高森山林道を進みます。この道はとても走りやすく、また標高も上がってきているので山々がとても綺麗に見えます。もう大鹿村に入りま

した。林道の距離も 25 ㎞以上あるのでとても楽しく走れます。そうこうしているうちに分杭峠へ抜ける方面へ進みます。山側も谷川もとて

も急な斜面です。気分よく走っていると鹿が飛び出してきます。まあ山だから鹿ぐらいいるわなと思っていると今度は山側から鹿が 2 頭オ

ヤジライダーの目の前に飛び出してきました。その距離前方 3ｍ！、ぶつかるーっと思ったのですが、鹿はスルリとオヤジライダーの前を

横切って谷側へ走って行きました。オヤジこの時マジマジと鹿の顔を見ましたが、くりくりお目々で可愛いな~と思いました。その後も何頭

か出会いながらも、いよいよ国道 152号に到着です。ここにはゲートがあり閉まっていました。これは事前に調査済み。ただゲートの横スル

ー可とあったのですが、「あれ、通れないじゃん」でした。ゲートの向こうには国道から入って来られないライダーがいました。んーこ

れは織姫彦星状態だななどと思いながら、ゲート越しに軽く会釈をして引き返す事にしました。この帰り道、また鹿が飛び出してきました。

今度は 1.2.3.4.5.6.7 あれあれ～、いったい何頭いるのだ！という御一行様でした。鹿もオヤジライダーを歓迎してくれているのだと、

勝手に思いながらさすが大鹿村だ！と感激いたしました。分岐まで戻りこちらも国道に出られるはずの林道に進みます。急坂を 5㎞ほど下

ってやっと国道だーと思ったらまたまたゲート、こちらもガッチリ閉まっていて抜けられません、ガッカリ。仕方なくここも諦め結局元の折

草峠まで延々と戻って来ました。朝から山中を 60 ㎞以上走ってしまいました。しかし今回ゲートにはしっかりガードされました。その後泊

まったキャンプ場前を通り過ぎ、地方道 59 号よりやっと国道 152 号に出ました。ガソリン補給後、道の駅大鹿にて休憩。ここで大阪から

のライダーと談笑しました。この先 152号の地蔵峠が通行止めとの情報を教えてもらい、道の駅のお姉さんに尋ねると、やはり駄目だという

のでう回路を教えてもらい、そちらを通ってまた 152 号に戻る事にしました。これがまた逆戻りで地方道 59 号を戻り、その先教えられた道

も途中解らなくなってしまい、スマホで検索するも調子が悪く検索出来ない。やはりこんな時は人に聞くのが一番ということで、コンビニに

居た宅配便のお兄さんに聞き、やっと喬木村からの三遠南信道を走ってまた国道 152号にたどり着きました、飯田市です。ここに日本のチ

ロルと言われる下栗の里があります。そこへ観光に行きました。狭い急な道をどんどん上っていくと広場があり、駐車場、レストランがあ

ります。ここにバイクを置いて天空の里のビュースポットまで 1㎞程狭い山道を歩きます。そしてたどり着いた所から見えるのは壮大な山々

と、急斜面に民家が点在しているのが見られます。なかなかの絶景なので皆さんも一度訪ねてみてはいかがでしょうか。駐車場に戻りレスト

ランで食事をして、今日は遠回りばかりだったので少し先を急ごうとバイクに戻ると、大きな綺麗なバイク群はぎっしり並べて駐車されてい

るのに、自分のバイクだけは本当に端っこでその周りには誰も駐車しない。「そうですか、どうせ私のバイクは泥だらけで汚いですよ。皆さ

んが隣に駐車したくないのもわかりますよ」と心の中でブツブツ文句を言いながら下栗の里を後にしました。もう時間は 3 時を過ぎました。

今日のキャンプ場を決めなければなりません。また 152号を南下し、いよいよ静岡県に入りました。もう途中にある林道には寄らずひたすら

下り、途中より国道 473号に入り愛知県と静岡県の境にある浜松市佐久間という所

のキャンプ場へ行きました。川沿いの綺麗な所です。元気のいいおばちゃん 2人が

対応してくれました。連休も最後なのでもう空いていました。早速テントを張りス

ーパーへ買い出しに行き戻って、ふとバイクを見ると、なんと右足を載せるステ

ップのボルトが片方折れて斜めになっているではありませんか。そしてエ

ンジン下ガードに本当に 2ｍｍぐらい引っ掛かっているだけでした。これにはオヤ

ジライダーびっくりです。よくこんなので山の中を走って来たなと。もし山の中で

ステップがずれ、コケていたら今頃は谷底だなと。これではツーリング続行出来ま

せん。明日は予定を変更して帰宅することにしました。その夜はテントでまたラー

メンとそしてお酒、今日はつまみ付でまったり過ごしましたが、夜誰もいない暗い

キャンプ場はやはり怖いものです。しかし寝るのに寒くは無く助かりました。朝は

早くに起き、またもや 152号南下。途中コンビニでバイク好きおじさんと会話し、

浜松浜北 ICより新東名高速道路、中部横断道を走って無事昼前に帰宅しました。 
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